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県央ブロックごみ処理施設整備候補地 第１回住民説明会の開催結果 

 

１ 開催日時 平成 29 年７月 24 日（月） 18 時 30 分から 20 時 17 分 

 

２ 開催場所 松園地区公民館 

 

３ 出 席 者  

(1) 住 民   41 名 

(2) 報道機関  ３社 

(3) 協議会   ９名（菅原事務局長，櫻次長，森田主幹，畠山副主幹，高橋室長， 

阿部主査，高橋主査，木村主任，日本環境衛生センター[速水 

氏]） 

 

４ 会議概要 

(1) 開会 

    櫻次長により開会及び司会進行 

(2) あいさつ 

    菅原事務局長からあいさつ 

(3) 説明 

高橋室長から「県央ブロックごみ処理施設の整備について」を説明 

森田主幹から「覚書について」を説明 ※説明内容は別紙のとおり 

(4) 質疑（質問者 7名，質問・意見数 26 件） 

発言者・回答者 発言内容 

① Ａ 

 

１覚書について守るのか，守らないのか。 

２住民説明会ということは高いところから説明を聞きなさいと聞

こえる。そもそも説明会という表現がおかしいのではないか。市

役所職員は公僕であり住民の健康と幸せを考えるべきである。 

３「協議会」は他市町からの職員も来ているようだが当事者能力

をもっているのか。 

４市はダイオキシンを 10 年間吸っても大丈夫だと思っているの

か。クリーンでのダイオキシン測定を抜き打ちで行う必要がある

のではないか。 

５きれいな水ときれいな空気をお願いしたい。 
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→森田主幹 １分散立地と集約の方向性が違うことについては存じている。皆

様への協議をもっと早い段階でするべきではなかったかと。そう

いう手続きを踏んでこなかったのはその通りであるが，ないがし

ろにしてきたわけではない。覚書に基づく協議をお願いしながら

現施設の場所に受け入れていただけるか時間をかけて説明させて

いただきたい。 

２説明会については受け取り方ではあるが，こちらとしてはまず

は説明をさせていただきたいという趣旨であることを理解してい

ただきたい。 

３協議会については(当事者能力の)役割を担っているものと考え

ている。 

４公平性・透明性・専門性が大事であり，都合の悪い数字が出な

いように測定しているということはないと信じている。 

５きれいな水，きれいな空気は大事であると考えている。 

② Ｂ ６何故皆さんが反対しているのか。ダイオキシンが問題なのか。

喘息なのか。きれいな空気が汚くなるのかというところを聞きた

い。この地域の子どもたちが喘息が多いという印象はない。 

ダイオキシンが良ければ賛成するのか。覚書のことをずっと言っ

ているのはおかしいのではないかと考える。 

→高橋室長 ６ダイオキシンは国の基準である排出基準があるがそれを受けて

地元との協定書を定めてある。国の基準が 1 であるのに対し，協

定値は 0.1 としている。27 年度の施設の実績で言うと 0.006 とな

っている。 

 喘息の関係では全国平均より市の平均が低く，施設周辺の地区

平均はさらに市内の平均より低くなっており，クリーンセンター

の影響は考えにくいとデータから読み取れる。 

③ Ｃ 

 

 

 (去年の)９月 27 日の説明会に出席し，そのときの回答が聞きた

い。 

７県の広域化計画の必要性についていいと考えているのか。 

８県北ブロックは解散したはずだがどうか。８市町で各自に焼却

場がなくていいのか。 

９動線について何倍になるのか。 

10 質問箇所にゆぴあすについてがあるが覚書にはクリーンをなく
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するとは書いていないがこだわらず分散化と読めるがどうなるの

か。市民に寄り添った対応をお願いしたい。 

→森田主幹 ７県の計画については，将来，岩手県全体，盛岡周辺の状況を考

慮し８市町はごみだけでなく協力して広域でのつながりがあり，

全体で考えていかなければならないと思っている。 

８県北のほうでは，広域化する前に既存施設をそのまま使用する

ということを選んだ。その先には広域化・集約化するという流れ

になると考えている。それぞれの地域の姿勢などもあり，すでに

広域化されている地域もある。盛岡のように現在進めているとこ

ろもある。将来を見据えて広域での処理は避けては通れないと考

えている。 

９端から端までというので考えている葛巻からは 63 キロある。遠

方からのものについては中継施設で大型車両に乗せ換えて運搬す

るというようなことを考えており，現在一日 260 台程度の搬入台

数だが，41 年には約 270 台程度で効率的に行っていきたいと考え

ている。コストだけでなく連携を考えている。 

10 ゆぴあすは地域振興という位置づけで整備したもの。熱源とい

う観点で質問事項に書かせていただいた。将来ゆぴあすをどうす

るかについては地域の方々と決めていくことにはなるが，(熱源が

なくなるということは)給湯ができなくなるということである。 

④ Ｄ 

 

11 市長と覚書を結んで今の施設を稼動している。覚書を守っても

らいたい。候補地になり，新施設を建設することが誠意ある対応

なのか。 

12 今は夏なので見えないが，冬になると黒い煙が出ている。 

13 ゆぴあすがあるからここに建設をするのか。県立美術館，子ど

も科学館などの公的施設は余熱を利用していない。何も(煙突か

ら)出ていないというのであればそれらの近くに建ててほしい。 

14 一番被害を受けるのは妊婦さんだと思う。 

15 ちゃんと覚書を守り，候補から外すべき。 

→高橋室長 

 

 

 

11 覚書については，今回の候補地選定には住民の理解が大事だと

思っている。反対の声が多い中で決めるということはないと考え

ている。 

13 ゆぴあすは余熱利用施設ということでクリーンセンターの余熱
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を使いプール，入浴施設を使用できる。クリーンセンターがなく

なると熱源がなくなるので使えなくなるということである。その

後どうしていくかはまだ決まっていない。 

12 煙については排出基準，協定値を守って稼動しており，白く見

えるものは水蒸気がほとんどと考えている。 

14 都市部にも焼却施設はあり，全国で 1000 以上あるが，妊婦が被

害にあったということは聞いたことがない。健康被害が発生しな

いように取り組む。 

⑤Ｅ 

  

16 今回の説明会で広域化が正しいのか納得できなかった。他市町

ではどんな話し合いをして参加しているのかが見えてこないがど

ういう話をしているのか。 

17 減量は人口が減るためだけの減であり，各市町で分別が異なり，

様々なごみが増えるとなると盛岡市としての考えはどうなのか，

減量と対応策を考えることが重要だと思う。何を言っても大丈夫

だという回答しかない。 

1810 トン車が通るとのことだか車両の問題は甘くないと考える。

うちの町内会は道路も狭いし通行止めにしていただきたい。 

19 東日本大震災を経験し，もし何かあった場合はどうするのか，

心配を増やしてはならない。 

20 覚書のことも(当時)地域住民が対立して身近なところでも対立

がおきた。そういうことが二度と起きないようにと覚書を結んだ

はず。市はもっと真剣に考えるべき。 

→森田主幹 

 

 

 

16 17 ごみ減量については８市町が連携していかなければならな

いと考えている。人口減少によるものだけでなく，ごみ減量に取

り組んでまいりたい。 

18 19 東日本大震災のことを考え，一極集中でいいのか，ハード

的に強いソフト面で補う施設としたい。 

20 覚書については当時の地域の方々の想いがこめられていると改

めて認識しているところである。 

⑥Ｆ 

 

21 覚書についてその立場に立てば，計画を立ててから理解を得る

のは順番が逆ではないか。住民の理解を得て，もう一度原点に戻

り相談すべきである。 

22 ごみの処理方法はこれでいいのか。ドイツやイタリアでも住民
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が議論し循環した社会を作り，小規模な施設で自分たちで処理を

している。大規模化をして失敗した例を踏まえて検討しているの

か。釜石では 70 年代にはそういう事例があった。 

→森田主幹 21 覚書について分散立地と広域化の方向性が異なる現段階で，地

域の皆さんに説明して協議をするとこれから皆様とどのように話

し合いを持たせていただくのか相談していきたい。 

22 衛生上の面から焼却をしていく。今後の技術の進展で変わるか

もしれないが，現段階では焼却という方向性で考えていく。 

⑦Ｇ 

 

 

23４つの候補地のうちどこが一番有力なのか。 

24 全部(４箇所)で反対したらどうするのか。 

25 賛成している場合はどうするのか。 

26２つ，３つと建てリスク分散すべきではないか。 

→高橋室長 24・25・23 どこが有力ということはない。４つの候補地の地域の

皆さんへ説明会を開催していく。何回か開催する中で合意をでき

ればと考えている。 

26 リスクの話ですが，６つ３つ１つと検討しどれが経済性，環境

負荷を検討した結果１つとなった経緯がある。今回建設する施設

はできるだけ災害に強い施設にし，1施設集約を目指していきたい

と思っている。 

(５)閉会 

 

以上 

 


